
     
暑いと体力が落ちて、食欲がわかないことや、つい冷たい物ばかりを食べてしまうことがあります 

暑さに負けない体づくりをするためにも、しっかりとご飯を食べられる工夫をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症は、日射病、熱射病などの総称です。日射病は、

戸外で強い直射日光にさらされることが原因で、熱射

病は室内でも気温の高い場所に長時間いたために起こ

ることが原因です。 

日射病…顔は赤く、呼吸が荒くなります。皮膚感覚は熱く、

体温が上がっても汗が出ず、めまい・頭痛・吐き

気などを伴います。 

熱射病…顔は青白く、大量の汗をかきます。皮膚感覚は冷

たく、めまい・吐き気を伴います。 

熱中症の症状 

熱中症 

なぜ子どもは熱中症になりやすい？ 

子どもは体温調節がうまくできず、温度変化の影響を受け
やすい、また衣服の着脱も水分補給も一人で行うのが難し
いため、容易にかかりやすいのです。 

   予防のポイント 
●日中は帽子をかぶって外出をしましょう。日除けのあるベビーカーも照り返し

で暑くなるので、散歩はできるだけ短時間で切り上げましょう。 

●炎天下での遊びは、長時間に及ばないよう注意しましょう。海や屋外プールな

どの水辺でも、30分毎に日陰で休息をとるようにしましょう。 

●肩まで隠れる、吸湿性、吸水性に優れた衣服を選びましょう。 

●水分補給は、電解質の入っている経口補水液などの飲み物を与えましょう。 

車や家の中でも熱中症になります 
特に車中では、気温が高くなくても高温になるので、子ど
もを一人にするのは絶対に避けましょう。 

アトピーやあせも、虫刺され、すり傷などを手で触ったりかいたり

すると、皮膚の表面に複数の細菌が付着して繁殖し、皮膚がただれ

たり、水ぶくれになったり、かさぶたになったりします。なかでも

黄色ブドウ球菌は高温多湿を好むため、夏になると流行します。 

患部を触った手で体の他の場所に触れると、感染がさらに広がります。

ガーゼなどで覆って、患部に直接触れないようにしましょう。状態が

ひどい場合は医療機関に相談し、内服の抗生物質を処方してもらいま

す。子どもの間で感染しやすいので、家庭でもタオルの共有や、兄弟

との入浴は控えましょう。虫刺されやすり傷などは放置せず、しっか

りと消毒をして清潔にし、とびひにならないように注意が必要です。

汗をかいたらこまめに着替え、爪は短く切り、毎日シャワーを浴びて

体を清潔に保つことが一番の予防法となります。 

とびひ 
 


